
施策の方向性 一覧

基本的方向 （小区分）：サブタイトル[庁内向けの表現]

1 生物多様性の重要性の理解を促します （生物多様性に関する普及啓発の推進） ①-1 生物多様性の重要性を知る

2 自然との関わり方を学ぶ機会をつくります （生物多様性保全・利用に向けた教育・学習の推進） ②-1 自然との関わり方の理解促進

1 生物多様性に支えられる食の理解を促します （生物多様性から供給される資源に関する普及啓発の推進） ④-1 食を支える生物多様性の重要性の理解促進

2 生物多様性に支えられる歴史・文化の理解を促します （生物多様性が育む歴史・文化的資源の普及啓発の推進）
①-1
⑫-1

生物多様性の重要性を知る
資源供給能力の向上

1 残された自然環境を保護・保全します （生物の多様性の保全） ①-3 生物の多様性の保全

2 失われた自然環境を再生・育成します （生物の多様性の育成） ①-4 生物の多様性の育成

1 地域の貴重な生物を保全します （貴重生物の保護・保全） ①-3 生物の多様性の保全

2 侵略的な外来生物による被害を未然に防ぎます （外来種対策の推進） ⑨-2 外来種対策の推進

1 都市内の生態系のつながりを回復し守ります （生態系ネットワークの保全・再生）
①-4
②-2

生物の多様性の育成
生物多様性に配慮したまちづくりの推進

2 快適な都市内環境を維持し向上します （気候調整機能の維持・向上） ③-1 気候調整機能の維持・回復・向上

1 水害や土砂災害などを抑制する機能を維持し向上します （水源かん養及び土壌浸食調整機能の維持・向上）
③-2
③-4

水および土壌浸食調整機能の維持・回復・向上
多面的機能の維持・回復・向上

2 ごみ対策や環境保全対策を推進します （廃棄物・環境汚染問題の改善） ⑨-1 廃棄物・環境汚染問題の改善

3 循環型の都市基盤の形成を促進します （水循環・栄養塩循環の維持・向上）
③-3
⑩-1
⑩-2

水の浄化機能の維持・回復・向上
水循環の回復・土壌形成
栄養塩循環の回復

4 適正な資源需給を実現して域内の依存度を高めます （域内依存率の向上） ⑪-2 域外依存率の低減

5 都市基盤を支える資源供給地域の生物多様性保全活動に貢献します （資源供給地域の生物多様性保全活動に対する支援）
⑪-1
⑪-3

資源供給能力の向上
資源供給地域への貢献

⑦
生物多様性の恵みを活かしてふくおかの魅力を
増進します

1 生物多様性の恵みを活かしてふくおかの魅力を増進します （新たな魅力の確立）

⑥-1
⑥-2
⑥-3
⑫-2

先進的まちづくり手法・制度の導入とノウハウの発信
先進的環境技術の導入とノウハウの発信
資源活用による新産業形成
新たな魅力の確立

1 食文化を支える産業の保全や人材の育成を推進します （食文化の保全）
①-2
④-2
⑫-1

生物多様性の重要性の理解促進
食文化の保全
資源供給能力の向上

2 伝統文化や歴史資源等の保全、継承する人材の育成を推進します （伝統文化や歴史資源等の継承）
④-4
⑫-1

歴史・文化資源としての活用
資源供給能力の向上

3 自然景勝地や里地里山の景観など地域らしい風景を保全します （原風景の保全） ⑤-2 景観資源としての活用

1 地域資源や立地特性を活かした新たな食の創出を支援します （食のブランド化の促進） ④-3 食のブランド化

2 身近な自然環境を体験・学習・景観資源として積極的に活用します （身近な自然環境の活用）
⑤-1
⑤-2

体験・学習・レクリエーション資源としての活用
景観資源としての活用

1 市内の多様な主体間の協力関係を構築し連携を促進します （行政・事業者・NPO・研究機関等の連携・協力の促進）
①-3
①-4
⑥-4

生物の多様性の保全
生物の多様性の育成
大学・研究機関等と連携した技術の発信・産業創出

2 市域外の国や地域との協力関係を構築し連携を推進します （周辺市町村・県・国・近隣諸国との連携・協力の推進）

⑨-1
⑨-2
⑪-1
⑪-4

廃棄物・環境汚染問題の改善
外来種対策の推進
資源供給能力の向上
資源供給地域との連携・協力

1 各主体の取組ルールや主体間の取り決めを整備します （各種ルールの整備）
⑧-2
⑨-1
⑨-2

国際ルールの整備
廃棄物・環境汚染問題の改善
外来種対策の推進

2 生物多様性に関する情報を蓄積しその共有を推進します （情報の蓄積と情報共有の推進） ⑧-3 情報共有の推進

動物、水生生物、植物など　ふくおかの貴重な
生き物を守ります

生物多様性やそ
の恵みに関する
認識の「社会へ
の浸透」

より広域な視野
をもちながら地
域の生物多様性
を支える多様な
主体や地域との
「連携」

生物多様性に支
えられる「文
化」の継承と創
造

人と自然の環境
を改めて考えな
がら生物多様性
の「保全」

生物多様性から
享受される恵み
の「持続可能な
利用」

福岡市民が生物多様性を理解し、その保全の
重要性を認識し、行動できるよう生物多様性を
広く社会に浸透させます

①

②
ふくおかの魅力が生物多様性の恵みに支えら
れていることを理解し、重要性を認識できる人や
組織の形成を支援します

⑧
生物多様性に育まれてきたふくおか固有の文化
を継承します

⑨
生物多様性の恵みを活かして新たなふくおかの
文化を創造します

⑩
ふくおかの生物多様性を支える多様な主体、多
様な地域との協力関係を構築し、連携した取組
を推進します

⑪
ふくおかの生物多様性を支える多様な主体、多
様な地域と連携していくための仕組みやルール
を構築します

施策の方向性 （小区分） 前回資料（施策一覧）との対比

⑥
安心して暮らせるふくおかの都市基盤をつくりま
す

⑤
ふくおかの都市構造を活かして生物多様性に配
慮したまちづくりを推進します

③
海洋、島しょ、干潟、平野、丘陵、山地、河川な
どふくおかの多様な生物の生息環境を守るとと
もに、山、川、平野、海のつながりを確保します

④

資料２－３


